
ごみを捨てないように

気 を つ け よ う 

絵は「住みよい環境をつくる」市内小・中学校児童 んじ君の作品「ごみをすてないように気をつけよう」 

・生徒の作品のうち、金賞を受けた五小 2年・大平け です。 

① 	青森県五所川原市岩木町12 

Oミ・はり叫ち 

〔毎月2回・1日‘巧日発行〕 

発 行 所 

五所川原市役所 

515号 

昭和57年 3 月15日 

印刷閥佐々木印刷工業 

	

市 の 人 口 
	

男 25,785人 
	

世 帯 数 	14, 650 

	

53, 264人 
	

女 27,479人 
	

（昭和57年 3 月1日現在）住民基本台帳から 



岐阜県・葵組（株）の寮で懇談のひととき 

政
治
学
習
会
を
開
催
 

「
政
治
と
生
活
」
 
につ
い
て
 

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は

次
の
日
程
で
政
治
学
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
 

ふ
る
っ
て
お
申
し
込
み
下

さ
い
。
 

ロ
と
き
 
三
月
二
十
四
日
 

（
水
）
午
後
一
時
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四

階
会
議
室
 

ロ
テ
ー

マ
 

「政
治
と
生
 

活
」
“
「つ
い
て
 

ロ
講
師
 
青
森
大
学
助
教

授
木
村
良
一
氏
 

ロ
お
申
し
込
み
 
参
加
）
」
 

希
望
の
方
は
、
三
月
二
十
日

ま
で
に
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
廿
⑩
二

一
一
一
番
 

・

内
線
三
二
七
ー
九
番

）
へ

お
中
し
込
み
下
さ
い
。
 

し
た
結
果
で
は
、
全
般
に
皆
ん
 

印
象
を
受
け
た
と
い
う

な
仲
良
く
元
気
で
働
い
て
い
る
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『
元
気
で
働
い
で
い
ま
す
臨
 

寺
田

市
長
、
出
稼
ぎ

先
を

激
励
訪
問
 

東京都練馬区の総成建設（株）で働く皆さん 

愛知県の日本電装（株）で働く皆さん 

「皆
さ
ん
お
元
気
で
働
い
て

い
ま
す
か
」
 

寺
田
市
長
と
横
山
市
出
稼
対

策
係
長
は
二
月
二
十
二
日
か
ら

六
日
間
、
東
京
を
は
じ
め
神
奈

川
な
ど
、
関
東
地
方
の
出
稼
ぎ

現
地
就
労
先
を
訪
問
、
激
励
し

ま
し
た
。
 

今
回
訪
問
し
た
の
は
、
岐
阜

県
海
津
郡
平
田
町
に
あ
る
丸
栄
 
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業

（
株
）
の

ほ
か
、
愛
知
、
静
岡
、
神
奈
川
、
 

千
葉
の
各
県
と
東
京
都
内
の
合

わ
せ
て
十

一
社
で
す
。
 

こ
れ
ら
の
会
社
は
、
土
木
建

築
、
電
気
、
自
動
車
の
部
品
製

造
、
菓
子
製
造
、

コ
ン
ク
リ

ー
 

ト
加
工
な
ど
が
主
な
も
の
で
す

が
、
市
か
ら
は
お
よ
そ
二
百
五

十
人
が
就
労
し
て
お
り
、
三
十
 
 

組
ほ
ど
の
夫
婦
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
 

訪
問
は
、
昼
は
主
に
会
社
の

経
営
者
と
会
い
、
仕
事
が
ひ
け

た
タ
方
か
ら
各
寮
で
直
接
出
稼

ぎ
者
と
会
い
懇
談
を
し
ま
し
た
。
 

経
営
者
側
か
ら
は
、
 
「五
所

川
原
人
は
真
面
目
で

よ
く
働
い

て
く
れ
る
。
で
き
れ
ば
夏
場
に

も
働
き
に
来
て
ほ
し
い
」
 
と
の
 
 要

望
も
出
た
と
い
う
。
 

一
方
、
出
稼
者
の
間
か

ら
は
 

「土
、
日
曜
日
に
も
休
み
な
く

働
き
た
い
が
、
会
社
の
操
業
短

縮
な
ど
で
や
む
を
得
な
い
」
、
 

「留
守
中
の
火
事
も
心
配
な
の

で
、
電
話
や
便
り
を
こ
ま
め
に

や
っ
て
い
る
」
 
な
どの
声
の
ほ

か
、
郷
里
の
積
雪
状
況
を

心
配

す
る
声
も
聞
か
れ
た
が
、
訪
問
 

,
 
《
 

一
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三
月
一
日
か
ら

次
の
区
域
が
速
達

郵
便
物
の
配
達
区

域
と
な
り
ま
し
た
。
 

ご
利
用
下
さ
い
。
 

ロ
速
達
地
域
名

み
ど
り
町
六
丁

目
、
七
丁
目
、
八

丁
目
、
広
田
、
稲

実
、
七
ッ
館
、
下

岩
崎
 （五

所
川
原
郵

便
局
）
 

下岩崎等が速達区域に 

』
 
●
 、
【
”
＞
 ・
 
、
、

・Iト
 ‘
 

工
中
・
・
”
写
I申
‘
 ］

『
f
‘
「
 ／
 

その 9 

⑦
業
務
上
の
災
害
補
償
を
 

理
由
で
、
他
の
年
金
制
度
か
 

受
給
権
が
あ
っ

て
も
年

金
の
 

支
給
が

止
め
ら

れ
る
と
き
 

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
。
 

ら
遺
族
年
金
を
受
け
ら
れ
る
 

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
 

現
在
、
あ
る
い
は
将
来
農
地

を
買
い
、
ま
た
は
借
り
て
経
営

規
模
を
拡
大
す
る
計
画
の
あ
る

方
は
、
四
月
三
十
日
ま
で
に
市

農
業
委
員
会

へ
届
け
出
を
し
て

下
さ
い
。
 

こ
れ
は
、
 
「農
地
移
動
適
正

化
あ
っ
せ
ん
事
業
」
及
び

「
農
 

地
保
有
合
理
化
促
進
事
業
」
（農

村
開
発
公
社
）
で
農
地
を
買
い

た
い
方
、
ま
た
は
借
り
た
い
方

は
、
 
「
あ
っ
せ
ん
譲
り
受
け
等

候
補
者
名
簿
」
に
登
載
さ
れ
な

け
れ
ば
、
あ
っ
せ
ん
事
業
の
適

用
を
受
け
ら
れ
な
い
た
め
で
す
。
 

年
金
の
支
給
停
止
 

国
民
年
金
は
、
 一
定
の
事

項
に
該
当
す
る
と
、
受
給
権

は
あ
っ
て
も
、
支
給
を
停
止

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

そ
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

①
国
民
年
金
制
度
か
ら
一
一

つ
以
上
の
年
金
を
受
け
る
よ

う
に
な
っ
た
と
き
。
 

ご
本
人
の
希
望
に
よ
り
、
 

ど
ち
ら
か

一
方
は
、
支
給
を
 
 

た
だ
し
、
昨
年
四
月
一
日
以
降

届
け
出
を
し
て
い
る
方
は
、
再

び
届
け
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
 

ロ
あ
っ
せ
ん
事
業
と
は
 

農
地
を
手
放
す
農
家
と
規
模

の
拡
大
を
は
か
り
、
自
立
経
営

を
目
指
す
農
家
と
の
間
に
農
業
 

委
員
会
が
な
か
に
入
り
、
農
地
 

の
売
買
、
賃
貸
借
の
あ
っ
せ
ん
 

（仲
介
）
を
行
う
事
業
で
す
。
 

ロ
持
参
す
る
関
係
書
類
 

①
登
録
者
の
住
民
票
抄
本

一
通
 

向
留同
一
世
帯
内
の
資
産
証
明
 

停
止
さ
1
1ま
す
。
 

勤
め
先
の
仕
事
（
業
務
上
）
 

が
原
因
で
、
労
働
基
準
法
の

障
害
補
償
や
遺
族
補
償
が
受

け
ら
れ
る
と
き
は
国
民
年
金

の
年
金
は
、
六
年
間
支
給
が
 
 

書
各
一
通
 

ロ
あ
っ
せ
ん
の
対
象
と
な
ら

な
い
も
の
 

①
売
り
渡
し

（
農
地
を
手
放

す
）
、ま
た
は
貸
し
付
け
の
相
手

方
（
買
い
受
け
、
借
り
受
け
農

家
）
を
指
定
し
て
あ
っ
せ
ん

（
 

仲
介
）
を
申
し
出
た
場
合
 

②
不
動
産
業
者
が
介
入
し
て

す
で
に
事
実
L
売
買
の
取
り
引

き
が
完
了
し
て
い

る
も
の
 

③
売
り
主

と
買
い
主
の
間
で

売
買
契
約
が
成
立
し
て
い
て
、
 

手
付
金
が
支
払
わ
れ

て
い
た
も

の
 

停
止
さ
れ
ま
す
。
 

③
他
の
年
金
制
度
か
ら
遺

族
年
金
を
受
け
ら
れ
る
と
き
。
 

母
子
年
金
（
準
母
子
年
金
）
 

を
受
け
て
い
る
人
が
、
同
じ
 

と
き
は
、
母
子
年
金
（
準
母

子
年
金
）
の
額
の
五
分
の
ー
ー
 

が
支
給
を
停
止
さ
れ
ま
す
。
 

④
他
の
年
金
制
度
か
ら
老

齢
、
障
害
年
金
を
受
け
ら
れ
 

市
税
務
課
は
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
を
次
の
日
程
で
縦
覧
に

供
し
ま
す
。
 

関
係
者
は
各
自
の
固
定
資
産

課
税
台
帳
を
縦
覧
し
、
登
録
さ

れ
た
事
項
を
確
認
し
て
下
さ
い
。
 

こ
れ
は
、
固
定
資
産
の
評
価

額
な
ど
、
五
十
七
年
度
の
固
定

資
産
の
固
定
資
産
税
と
都
市
計

画
税
の
税
額
の
算
定
の
基
礎
と

な
る
も
の
で
す
。
 

と
く
に
昨
年
中
に
家
屋
を
新

増
築
し
た
り
、
土
地
を
取
得
さ

れ
た
方
は
必
ず
縦
覧
す
る
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。
 

る
と
き
。
 

母
子
年
金
（準
母
子
年
金

）
 

を
受
け
て
い
る
人
が
、
他
の

年
金
制
度
か

ら
老
齢
（
退
職
）
 

年
金
、
障
害
（
廃
疾
）
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

き
は
、
母
子
加
算
（
準
母
子

加
算
）
が
支
給
を
停
止
さ
れ

ま
す
。
 

⑤
障
害
の
状
態
が
軽
く
な

っ
た
と
き
。
 

障
害
年
金
を
受
け
て
い
る

人
の
障
害
の
程
度
が
軽
く
な

っ
た
と
き
は
、
障
害
年
金
の

支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
登
録
さ
れ
た
事
項
に

不
服
が
あ
る
場
合
は
、
縦
覧
期

間
の
初
日
か
ら
末
日
後
十
日
ま

で
の
問
に
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
へ
審
査
の
申
し
立
て

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

ロ
期
間
 
四
月
一
日
ー
四
月

二
十
日
ま
で
 

ロ
場
所
 
市
税
務
課

（
本庁

三
階
）
 

ロ
時
間
 
平
日
廿
午
前
八
時

三
十
分
ー
四
時
ま
で
 

土
曜
日
廿
午
前
八
時
三
十
分
 

ー
正
午
ま
で
 

四
月
三
十
日
ま
で

届
け

出
を
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レ
し

イ
ー
 

文
 

奨励 賞 

TAらに特別賞 他に22人 
8 団体 l

 
五
十
六
年
度
の
市
文
化
奨
励

賞
、
市
ス
ポ
ー
ッ
賞
の
合
同
表
彰

式
が
、
二
月
二
十
七
日
午
後
二
時
か
ら
市
中
央
公
民
館
に
関
係
者

約
二
百
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
市
ス
ポ
ー
ッ
賞
が
十
月
十
日
の
体
育
の
日
に
、
市
文

化
奨
励
賞
は
十
一
月
三
日
の
文
化
の
日
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
彰
式
が
終
わ
っ
た
後
に
も
そ
の
年
度
の

受
賞
対
象
者
が
出
て
、
 一
年
ず
れ
込
む
な
ど
問
題
点
が
あ
っ
た
た

め
、
今
回
か
ら
合
同
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
 

今
年
度
の
市
文
化
奨
励
賞
は
、
特
別
賞
の
五
所
川
原
小
学
校
五

年
三
組

（
全国
版
画
カ
レ

ン
ダ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
特
賞
）
、同
小
学
校
 

P
T
A
（
県
P
T
A
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
特
選
な
ど
）
の
ほ
か
、
個

人
二
十
二
人
、
八
団
体
（
二
百
六
人
）
。ま
た
市
ス
ポ

ー
ッ
賞
は
、
 

功
労
賞
の
葛
西
誠
さ
ん
（
六四
）
廿
市野
球
協
会
ー
、
成
田
弘
三
さ
ん
 

又 

化 

奨 

励 

賞 

痩
齢
 葛
西

さ
ん
ら
に
功
労
賞
隠
徽
 

（
六五
）
廿
市体
育
協
会
ー
、
笠
井
長
三
郎
さ
ん
（
七こ
什
市
陸
上
競
技

協
会
ー
は
じ
め
、
個
人
三
十
八
人
、
十
団
体
（
百
人
）
で
す
。
 

式
で
は
、
君
が
代
斉
唱
の
あ
と
表
彰
が
行
わ
れ
、
高
橋
民
一
市

教
育
委
員
長
か
ら
個
人
、
団
体
に
表
彰
状
と
記
念
の
メ
ダ
ル
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
鈴
木
市
教
育
長
が

「
今
回
か
ら
、
市
の

文
化
、
体
育
振
興
に
尽
く
し
た
方
々
の
表
彰
を

一
緒
に
行
う
こ
と

に
な
っ
た
。
今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
十
二
分
に
活
躍
さ
れ
市

発
展
に
努
力
し
て
ほ
し
い
」
 
と
あい
さ
つ
し
ま
し
た
。
来
賓
の
高

橋
清
徳
市
助
役
、
寺
田
義
雄
市
議
会
議
長
ら
が
祝
辞
を
述
べ
、
こ

れ
に
対
し
受
彰
者
を
代
表
し
、
毘
沙
門
小
学
校
三
年
生
の
成
田
知

子
さ
ん
（
九つ
）
廿
市
文化
奨
励
賞
作
文
部
門
ー
が
 
「
こ
れ
か
ら
も

一

生
懸
命
頑
張
り
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
式
を
閉
じ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
、
団
体
は
次
の
通
り
で
す
。
 

ロ
個
人
 

▽
ピ
ア
ノ
廿
松
本
藤
子
（
中

央
小
五
年

）
▽
版
画
廿
竹
谷
昭

子
（
五
小
六
年
）

▽
珠
算
廿
浜

館
瞳
（
飯
詰
小
六
年
）
、其
田
晴

美
（
飯
詰
中
二
年
）
▽
書
道
ー
 

川
浪
悦
子
（
鶴
ケ
岡
小
五
年
）
、
 

川
浪
寿
子
（
同
六
年
）
、斎
藤
千

賀
子

（
二中
一
年
）
、横
嶋
美
由

起
、
中
川
伸
吾
（
同
二
年
）
、時

田
智
子
（
五
所
川
原
書
道
会
）
、
 

小
原
み
志
（
都
書
道
院
）
、山
E
 

和
美
（
東
京
白
羊
会
）
 

▽
作
文

廿
嘉
山
博
子
（
毘
沙

門
小
二
年
）
、木
村

一
 
（同
五
年
 

）
、原
田
満
（
同
六
年
）
、成
田
知

子
（
同
三
年
）
▽
短
歌
廿
大
沢
 
 

頼
枝
（
津
軽
ァ
ス
ナ
ロ
短
歌
会
）
 

▽
俳
句
廿
成
田
市
子
、
三
上
清

蔵
（
以
上
五
所
川
原
俳
句
会
）
 

▽
川
柳
廿
長
沢
典
三
（
川
柳
岩

木
吟
社
）

▽
標
語
ー
藤
丸
勝
美
 

（
松
野
木
小
）
▽
将
棋
廿
浅
田

隆
利
（
五
所
川
原
将
棋
道
場
）
 

ロ
団
体
 

▽
合
唱
ー
五
所
川
原
合
唱
団

笹
昭
夫
他
五
十
人
）
、五
高
音
楽

部
（
桜
田
公
司
他
六
十
七
人
）
、
 

五
高
女
声
合
唱
団
（
菊
谷
圭
子

他
四
十
八
人

）
 

▽
吹
奏
楽
廿
五

一
中
吹
奏
楽

部
（
柴
谷
有
香
他
二
十
五
人
）
 

▽
珠
算
廿
飯
詰
小
（
浜
館
瞳
他

二
人
）
、飯
詰
中
（
高
橋
須
賀
子
 
 

他
二
人
）
、飯
詰
珠
算
教
室
（
中

谷
光
子
他
二
人
）
▽
囲
碁
廿
日

本
棋
院
五
所

川
原
支
部
（
山
中

昭
治
他
二
人
）
 

ロ
特
別
賞
 

▽
版
画
廿
五
小
五
年
三
組

▽
 

ロ
功
労
賞
 

葛
西
誠
（
六
四
、
野
球
協
会
）
、
 

成
田
弘
三
（
六
五
、
体
育
協
会
）
、
 

笠
井
長
三
郎
（
七
一
、
陸
上
競

技
協
会
）
 

ロ
個
人
 

▽
陸
上
廿
高
橋
将
成
、
渡
辺

一
恵

（
以
上
五
一
中
三
年
）
、細

田
進
（
五
農
高
教
員
）
、神
綾
子

山
崎
恵
子
（
以
上
五
農
高
三
年
）
、
 

藤
田
優
子
（
三
中
二
年
）
、安
田
 
 

広
報
廿
五
小
P
T
A
 

ロ
五
回
受
賞
 

▽
書
道
ー
中
川
伸
吾
（
二
中

一
一年
）
 

（敬
称
略
）
 

信
昭
、
川
浪
徹
（
以
上
陸
上
競

技
協
会
）
 

▽
卓
球
ー
小
林
史
幸
、
小
林

広
行
、
石
岡
恒
幸
、
阿
部
隆
、
 

片
岡
柾
敏
、
片
岡
美
代
子
、
横

島
茂
子
（
以
上
青
商
高
二
年
）
、
 

福
士
時
子
、
斎
藤
裕
子
、
小
林

洋
子
（
以
上
青
商
高
三
年
）
、山

形
寿
行
、
石
岡
智
幸
（
以
上
三

本
木
高
三
年
）
、須
藤
尚
美
（
同

一
年
）
、工
藤
慶
人
（
五

一
中
一
 

ス
ポ
ー
ッ
の
振
興
 

に
と
五
万
円
寄
付
 

市
内
み
ど
り
町
四
丁
目
の

葛
西
誠
さ
ん
（
六四
）
は
この
ほ

ど
、
ス
ポ
ー
ッ
の
振
興
に
役

立
て
て
下
さ
い
と
、
五
万
円

を
市
教
育
委
員
会

へ
寄
付
し

ま
し
た
。
 

二
月
二
十
七
日
の
市
ス
ポ
 

ー
ッ
賞
の
功
労
賞
の
受
賞
を

記
念
し
で
贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

友
愛
訪
問
等
に
感
 

謝
し
造
花
を
贈
る
 

市
内
栄
町
の
神
ふ
ぢ
さ
ん

は
二
月
二
十
七
日
、
市
に
サ

ボ
テ
ン
の
造
花
を
寄
贈
、
高

橋
助
役
に
託
し
ま
し
た
。
 

市 

ス 

ポ 

I 

ツ 
老吉1 
貝 

,
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市 

五小P 

一J・～J 	％、い鼻ト,",，一 

交遁災等＃済人 

家薦そろってえ7ス乙請b丈う 

1

日
1

円
で
 

ご
家
族
の

安
心
を

ノ
 

に
 

五
高
定
時
制
生
徒
再
募
集
 

ロ
年
齢
は
、
問
い
ま
せ
ん
。
 

ロ
入
学
願
書
受
付
 

三
月
十
八
日
（
木
）
か
ら
三
 

月
二
十
三
日
（
火
）
ま
で

（
日
 

曜
日
を
除
く
。
土
曜
日
及
び
最
 

終
の
日
は
正
午
ま
で
）
 

ロ
面
 
接
 

三
月
二
十
四
日
（
水
）
午
前
 

十
時
 

口
合
格
発
表
 

三
月
二
十
五
日
（
木
）
午
前
 

九
時
 

ロ
教
科
書
 
無
償
配
布
し
ま
す
。
 
 ロ

経
費
及
び
奨
励
金
 

授
業
料
そ
の
他
 
月
額
三
、
 

六
〇
〇
円
 

ロ
期
間
 
第
一
次
廿
四
月
六

日
ー
七
月
末
日
 

第
二
次
廿
八
月
十
七
日
ー
十

一
月
末
日
 

ロ
場
所
 
市
民
体
育
館
（
サ

ブ
体
育
館
）
 

ロ
定
員
 
小
・
中

・
高
校
生
 

定
通
修
学
奨
励
金
 
月
額
七
、
 

〇
〇
〇
円
給
与
 

詳
し

い
こ
と
は
、
五
所
川
原

高
校
へ
お
間
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

(
n
⑩
三
〇
七
三

）
 

各
十
人
（
男
女
共
）
 

ロ
服
装
 
各
自
学
校
で
使
用

し
て
い
る
ス
ポ
ー
ッ
ウ
ェ
ア

ロ
費
用
 
ス
ポ
ー
ッ
傷
害
保

険
料
と
し
て
三
百
六
十
円
が
必

要
で
す
。
 

ロ
申
し
込
み
先
 
市
内
田
町
 
 

年
）
、櫛
引
理
恵
（
南
小
五
年
）
、
 

境
谷
恭
子
（
同
六
年
）
 

▽
相
撲
廿
葛
西

二
三
彦
（
五

農
高
教
員
）
、葛
西
安
広
（
五
商

高
三
年
）
、葛
西
孝
彦
（
同
教
員
）
 

▽
柔
道
廿
佐
藤
順
一
（
柔
道
会
）
 

▽
ラ
イ
フ
ル
射
撃
廿
相
馬
憲
将
 

（
五警
署
）
▽
ウ
ェ

ー
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
廿
長
内
久
志
（
五
一

中
主
事
）
 

▽
な
わ
と
び
廿
工
藤
美
香
子
 

（東
小
二
年
）
、福
士
寿
子
（
同

四
年
）
、今
貴
美
子
（
同
五
年
）
、
 

楠
美
則
康
、
福
士
聡
、
新
谷
光

公
（
以
L
同
六
年
）
、今
隆
司
、
 

今
英
則
（
以
上
二
中
一
年
）
 

ロ
団
体
 

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
廿
五

一
中

男
子
バ
レ
ー
部
（
小
野
秀
樹
他
 

高
橋
材
木
店
（
。
 

⑩
二
六
四

二
番
）
 

ロ
そ
の
他
 
①

一
定
期
間
の
受
講

ま
た
は
試
験
で
段

級
が
得
ら
れ
ま
す
。
 

②
海
外
で
も
健

全
ス
ポ
ー
ッ
と
し

て
盛
ん
に
な
り
、
 

青
森
県
で
も
女
子

中
、
高
校
生
が
段

位
を
得
て
お
り
ま

す
。
 

青
森
県
銃
剣
道

連
盟
五
所
川
原
協
 

A
ム
 

十
三
人
）
、市
男
子
バ
レ
ー
ボ

ー
 

ル
チ

ー
ム
（小
野
亮
他
八
人
）
 

・

▽
弓
道
廿
五
所
川
原
弓
道
会
 

（
成
田
治
哉
他
三
人
）
▽
銃
剣

道
ー
五
所
川
原
銃
剣
道
協
会

（
 

小
野
昭
彦
他
二
人
）
▽
空
手
道

廿
五
高
空
手
道
部
（
三
橋
豊
他

七
人
）
▽
相
撲
廿
五
商
高
相
撲

部
（
林
勝
彦
他
七
人
）

▽
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
ー
五
農
高
ソ

フ
ト
ボ
 

ー
ル
部
（
工藤
一
治
他
＋
五
人
）
 

▽
陸
上
廿
五

一
中
陸
上
部
（
 

佐
藤
琢
哉
他
六
人
）
▽
柔
道
廿

五
所
川
原
柔
道
会
（
一
戸
広
市

他
十
四
人
）
、五
農
高
柔
道
部
（
 

阿
部
寿
人
他
十
五
人
）
▽
五
回

受
賞
者

廿
佐
藤
順
一
、
今
昭
人
 

（
以
上
柔
道
会
）
 

（敬
称
略
）
 

神
さ
ん
は
独
り
暮
ら
し
で

友
愛
訪
問
等
に
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
贈
っ
た
も
の
で

す
0
 

ク
ズ

か
ご

を
寄
贈
 

五
所
川
原
た
ば
こ
販
売
促

進
協
議
会
は
三
月
一
日
、
市

に
金
属
製
の
ク
ズ
か
ご
十
個

を
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

銃
剣
・
短
剣
道
教
室
を
開
講
 



、
 ン

リ
ー
ズ
 

「
関節
の
痛
みと
腰
の
痛
み」
に
つ
いて
 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
、
「
み

ん
な
の
健
康
教
室
」
が
次
の
1
1
 

程
で
開
か
れ
ま
す
。
 

お
気
軽
に
お

い
で
下
さ
い
。
 

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
 
「関
節

の
痛
み
と
腰
の
痛
み
」
 
につ
い

て
で
す
。
 

ロ
と
き
 
三
月
二
十
六
日
（
 

街
頭
献
血
の
ご
案
内
 

移
動
採
血
車

「
青
い鳥
号
」
 

が
次
の
日
程
で
街
頭
献
血
を
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

ロ
と
き

・
と
こ
ろ
 

金
）
午
後
一
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
階

ホ
ー
ル
 

ロ
主
催
 
北
五
医
師
会
、
五

所
川
原
市
民
保
健
協
議
会

な
お
、
年
間
を
と
お
し
て
聴

講
さ
れ
た
方
に
は
修
了
証
と
記

念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
 

＠
三
月
二
十
：
日

（
火
）
 

〇
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
正

午
ま
で
、
裏
田
町

・
東
北
電
力

五
所
川
原
営
業
所
構
内
 

〇
当
日
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
三
時
ま
で
、
大
町

‘
丸
友
デ

パ
ー
ト
駐
車
場
 

小児マヒ予防生ワクチン投与 

ロ対象幼児 
,
 

春
夏

期

季
節

従
業

員
の
現

地
選

考
会
 

ロ
と
き
 
三
月
二
十
五
目
 

（
木
）
午
前
九
時
か
ら
正
午

ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
五
所
川
原
公

共
職
業
安
定
所
 

ロ
募
集
事
業
所

（
埼
玉
県

川
口
市
）
 

▽
工
藤
建
設

（
株
）
男
子

二
十
人
▽
姉
崎
興
業

（
株
）
 

男
子
三
十
人
▽
川
西
建
設

（
 

株
）
男
子
二
十
人
▽
米
伸
（
 

株
）
男
子
十
人
▽
山
崎
鋳
鉄

工
業
所

（
株
）
男
子
八
人
、
 

女
子
一
人
▽
吉
田
鋳
工
所
（
 

有
）
男
子
二
人
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ロ地区別日程 

ロご注意 上記以外の乳幼児で、生後 3 カ月から48 カ月（ 4 

年）までに受けたことのない乳幼児も対象となります。（実 

施時期に生後48カ月を経過した乳幼児は除外します） 

ロ料 金 不要です。 

ロお願い ＠母子健康手帳は必ず持参して下さい。 

＠当日の朝体温を計って来て下さい。 

＠お子さんの体質を良く知っている方がお連れド 

さい。 

実櫛寺期 投 与 対 象 者 回 数 備 	考 

m
 

 

・

1
一
1
 

ー
‘
，ー
  

イ
  

〈刺
“
 
剥
」
 
 

刀
ロ
 
刀
H
 
 

甘
 
日
 

5
 
5
 
6
 

6
 

年
 
年
 

 
1
 1
 

か
 
ま
 
ら
 
で
 
生
 

た
 
れ
 
者
 

日
 
口
］
 

 

1
 
3
1
 

 

2 回目 
昭和56年 5 月 
1回目投与を
受けた者 

r木
 
》
木
  

。H
 
H
 
 

《b
 
rり
 

刀
口
 
刀
口
 
 

』
 

目
 
日
 

 
日
 
日
 

6
 
6
 

年
 
年
 
か
 

ま
 
ら
 
で
 
生
 

た
 
れ
 
者
 

 

2
 
1
2
 

 

1
 
3
1
 

 

日
 
」1
1
 

 

1
i
n
 

 

5 月 

1
  

に
J
  
二

v
  

刀
口
 
刀
口
 

日
 
日
 

利
 
利
 

6
 
6
 

年
 
年
 

 
1
 

3
 
H
 

［

ロ
 
か
 

ま
 
ら
 
で
 
生
 

た
 
れ
 
者
 

 

2
 
1
2
 

 

2 回目 

「ー
 
「
I
  

1→
 

1
1
 
 

り
口
 
刀
口
 

口
H
 
日
。
 
 

団
？
 
日
 

日
 
和
 
和
 

5
 
5
 

年
 
年
 
日
 
日
 
か
 

ま
 
ら
 
で
 
生
 

た
 
れ
 
者
 

 

1
 
3
1
 

 

叫
  

この対象者は 
58年 4 月に 2 
回目の投与を
受ける 

地 	区 	名 1回目 2 [I'i H 実施場所 時 	りII 

ヒ 和 地 区 
4 月 6 H 
（大 I 

に
J
 

。
J
  

・

1
。
》
 

 

月
日
  

L和コミセン 午後 1時～ 
］時30分 

Iv」、、南小学区
若葉 

4 月 6 FT 
（幻 

5 月21FF 
金「 

旧中央公民館 午後 lI昨～ 
2 時まで 

三 好 地 区 d
.
 

'
.!
 

『
ーH
 

［
日
 
 

7
c
T
 

 

にJ
 
1
1

什
 
、

1
 
 

ワ
一
れH
  

二好診療所 午後 1時30 
分～ 2 時 

松島、松島団地
梅沢、中川地区 

」
困
  

5 	1201I 
H、I 

旧中央公民館 午後 1時～ 
2 時まで 

み
 

で
ー
  

栄
飯
 
ど

踏
 
り

芽
 
田

n
j
 
 

士
n
 
 

4 月 9 H 
（斜 

5 月26日 
｛水） 

旧中央公民館 午後 1時～ 
211寺まで 

長 橋 地 区 4 月12 [3 
（印 

5 月28日 
（急 

長橋診療所 午後 1時～ 
1時30分 

《
 

一
般
家
庭
は
無
料
 

ご
み
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ

お
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
が
ご

ざ

い
ま
す
の
で
、
そ
の
主
旨
を

冒
頭
に
取
り
上
げ
、
ご
説
明
い

た
し
ま
す
。
 

一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

不
燃
物
で
、
市
が
収
集

・
運
搬

及
び
処
分
す
る
も
の
は
従
来
ど

お
り
無
料
で
あ
り
ま
す
。
 

今
回
、
 一
般
廃
棄
物
（
ご
み
 

）
問
題
懇
談
会
に
ご
検
討
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
た
の
は
、
 

前
シ
リ
ー
ズ
で
も
ご
説
明
い
た

し
ま
し
た
が
、
『廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
』
に

基
づ
く
、
事
業
活
動
に
伴
っ
て

生
じ
た
廃
棄
物
及
び

一
般
家
庭

か
ら
一
時
的
に
多
量
に
排
出
さ

れ
る
廃
棄
物
で
、
市
の
所
有
す
 
 

る
埋
め
立
て
地
に
搬
入
さ
れ
る

ご
み
に
つ
い
て
、ゴ
」れ
を
有
料

制
に
す
る
こ
と
が
適
当
か
否
か
 

』
 
『妥
当
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
 

そ
の
金
額
は
ど
の
程
度
に
す
べ

き
か
』
を
諮
問
し
た
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
 

不
燃
物
の
実
態
に

つ
い
て

昭
和
五
十
二
年
度
の
一
般
家

庭
か
ら
出
た
不
燃
物
は
年
間
五
、
 

九
八
八
ト
ノ
だ
っ
た
の
に
対
し
、
 

事
業
系
の
不
燃
物
は
六
、
 
一
」
 

九
け
で
あ
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
が
昭
和
五
十
五
年
度
に

は
、
 一
般
家
庭
か
ら
出
た
不
燃

物
が
六
、
四
二
四
け
と
微
増
な

の
に
対
し
て
、
事
業
系
の
不
燃
 
 

物
は
九
、
二
六
三
ト
／
で激
増
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
 

そ
の
理
由
は
、
事
業
活
動
の

発
展
に
伴
な
い
廃
棄
物
も
多
く

な
っ
た
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う

が
、
使
い
捨
て
の
時
代
と
い
う

言
葉
ま
で
生
ま
れ
た
も
の
の
考

え
方
に
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
 
 

す
。
 

ま
た
、
産
業
廃
棄
物
処
理
業

者
が
事
業
を
拡
大
し
て
、
 
一般

廃
棄
物
の
処
理
分
野
ま
で
進
出

し
て
き
た
こ
と
も
大
き
な
要
因

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
事
業
系
ご
み
の

増
大
に
対
処
す
る
た
め
、
こ
の

際
、
従
来
の
考
え
方
を
改
め
、
 
 

受
益
者
負
担
の
原
則
に
た
っ
て

条
例
を
整
え
処
理
手
数
料
を
徴

収
す
る
こ
と
が
、
『資
源
回
収
・

再
利
用
』
と
物
を
大
切
に
す
る

市
民
意
識
の
高
揚
と
相
ま
っ
て

ご
み
の
減
量
に

つ
い
て
も
大
き

く
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
 



（
原則
支
給
）
 
（
一
〇
〇％

)
 

減
額
繰
り
上
げ
支
給
 

六
十
歳
（
五
八
％
）
六
十

一
歳
（
六
五
％

)
 

六
十
二
歳
（
七
二
％
）
六
十
三
歳
（
八
〇
％

)
 

六
十
四
歳
（
八
九
％

)
 

〇
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
 

〇
母
子
家
庭
に
な
っ
た
と
き
 

〇
祖
母
と
孫
、
姉
と
弟
妹
に
な
っ
た
と
き
 

〇
孤
児
に
な
っ
た
と
き
 

〇
寡
婦
に

な
っ

た
と
き
 

〇
被
保

険
者
が

死
亡
し

た
と
き
 

障

害
年
金

母
子

年
金

準
母
子
年
金

遺
児

年
金

寡

婦
年
金

死
亡
一
時
金
 

春の狂犬病予防注射と登録 

こ
の
儲
求
を
し
な
い

ま
ま
に

五
年
を
経
過
し
ま
す
と
、
せ
っ

か
く
の
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。
 

も
し
、
あ
な
た
が
次
の
ど
れ
 

国
民
年
金
で

は
、
加
入
さ
れ

た
人
が
歳
を
と
っ
た
り
、
障
害

者
に
な
っ
た
り
、
 一
家
の
中
心

で
あ
る
ご
主
人
を
亡
く
し
た
り

し
た
と
き
な
ど

に
年
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は

ご
自
分
で

「
裁
定
請
求
」
の
手

続
き
を
し
な
け
れ
ば
年
金
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

か
に
該
当
す
る
と
思
っ
た
と
き
 

〇
六
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き
 

、
老
 齢
年
金
 

「通
算
老
齢
年
金
 

,
 

国
民
年
金
の
請
求
は
早
め
に
 

は
、
す
ぐ
に
市
社
会
課

・
国
民
 

年
金
係
に
照
会
し

て
、
早
め
に
 

請
求
の
手
続
き
を

し
て
下
さ

い
。
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n口
 
日
 

実 施 場 所 実 施 時 間 

野 里 	集 会 所 9 30---9 50 
神 	Lii (松野商店） 10 00 一-一 10 20 
松 野 木（ト 文 字） 10 30~10 50 

4 月 6 日秋） 
福 	岡（佐々木商店） 
若 	山（石岡治男宅） 

11 
11 

00-11 
30-11 

20 
50 

石 田 坂 集 会 所 13 00~13 20 
戸 13 3O~13 50 
下 岩 崎 集 会 所 前 14 iO~14 30 

飯 	詰 	支 	所 9 30-10 10 
平 	 町 10 20~10 40 
金 	山 	児 	童 館 10 50-11 10 

4 月 7 日（加 水 野 尾 集 会 所 11 20-11 40 
米 田 精 米 所 前 11 50--12 10 
吹 	畑（毛内光春宅） 13 30-13 50 
唐 笠 柳 1 字 路 14 00-14 20 

野 坪（対馬静賢宅） 9 30-9 50 
馬 性 	集 会 所 10 00-10 20 

4 月 8 日（村 悪 
漆 	川 	神 社 前 

10 
11 

30-一 1O 
10~11 

50 
30 

十 	川（吉村商店） 11 40~12 00 
桃 	崎（バス停前） 13 30--13 50 

共 栄 	集 会 所 9 30-9 50 
長 富 	集 会 所 10 00'-10 20 
毘 沙 門 	支 所 10 30-10 50 
毘 沙 門 集 会 所 11 00-11 20 

4 月 9［引釘 
桜 	田 	公 民 館 
沖 飯 詰 集 会 所 

11 
12 

30--il 
0O-12 

50 
20 

コ 	ミ 	セ 	ン 	中 川 13 40-14 00 
種 井 集 会 所 14 10-14 30 
小 曲 	集 会 所 14 40--iS 00 
沼 	田（秋田谷旅館前） 15 10-15 30 

広田みどり町（陸奥燃料） 9 30--lU 00 
梅 	田（教円寺前） 10 10-10 30 

4 月12日（月） 
梅 	田（成田理容所） 
梅 沢 	支 所 前 

10 
11 

35--lU 
00-11 

55 
20 

中 	泉 	集 	会 所 11 30--12 00 
七 	和 	支 	所 13 10-13 40 

俵 	元（警鐘台 ド） 9 30--9 50 
旧 原 子 集 会 所 前 10 00-10 30 

4 月13日（刈 前田野目（西塚商店） 10 40--Il 00 
派 11 10--li 30 

「自］ 	野（神 	社 	前） 12 30-13 00 

J4
→
 

H
。
 

1
 

A」
ュ
 
口

口
 

加
  

石 	岡（寺田武道宅前） 9 30---9 50 
松島団地‘松島ストア― ) 10 00-10 30 
松島団地（ 8 T目バス停） 10 40-li 10 
松島団地（管理事務所） 11 20-li 50 
田園調布（藤 巻 商 店） 13 30---13 50 

下‘ll井町老人ホ一ム 9 30-b0 00 
4 月15日（れ 

敷 島 	分 院 前 
IF］ 	消 	防 	署 	前 

10 
10 

10-10 
50-li 

40 
20 

未広町（末広食堂向い） 11 30-12 00 

4 月16日（斜 

和
町
谷

民

平
田
鎌
市

町
白
集
文

所
前
前
前

集
神
会
会

会
社

所
館
 

衣
 
化
 

ハU
0
0
0
  

(
I0
0
0
  

3
l
5
0
  

0
0
1
3
  

0
4
2
4
  

』
 

一
 

一
 

『
 

 

9
1
01
01
3
 

 
ド 藻 川 屯 所 前 9 30----9 50 
ト 藻 川 農 協 倉 庫 10 00--lO 20 
鶴 	ケ 	岡（三好支所） 10 30--lU 50 

4 月19日（月） 高 瀬 集 会 所 11 00-lI 20 
III 11 30-li 50 
新 宮 集 会 所 13 30-14 00 
若 葉 町 森 の 家 前 14 10-14 50 

0料 金 

ロ登録料 2,100円 I （年1回） 

ロ注射料 1, 050円｝3,510円 

ロ注射済票 360円 I 
（自宅巡回注射料 1,700円） 

0犬の放し飼いは出来ません。 

1, 犬の登録をしないと’ 	狂犬病予防法 

第 4 条違反 

2 ．犬に注射を受けさせないと…狂犬病予防法 

第 5 条違反 

3 ．犬を放しておくと 	県飼犬の管理及び犬による 

危害の防止に関する条例第 

3 条違反 1 万円以下の罰金

※犬のフンは、みんなが迷惑しています。 

飼主は、必ず始末しましょう。 

狂犬病予防注射日程表 

月 	日 実 施 場 所 実 施 時 間 

湊 団 地 集 会 所 9 30-b0 00 
姥 	勉 	神 社 前 10 10-lO 30 
稲 	実 	屯 所 前 10 40-Il 00 

4 月 5 日（月） 市 農 協 栄 支 所
七 ソ館（工藤理容所） 

11 
11 

10-Il 
40---12 

30 
00 

浅 	井（一戸商店前） 13 00-13 20 
福 	山 	集 会 所 13 30-13 50 
豊 	成（りんご倉庫） 14 00-14 20 



春
の
全

国
交
通
安
全

運
動
 

[4
月
6
日
 
1
5日
 

四
月
六

日
（
火
）
か

ら
十
五
 
通
ル

ー
ル
と
マ
ナ

ー
の
実

践
を

日
ま
で

の
十
日
間
、
春
の
全

国
 

習
慣
づ

け
て
い

た
だ
く
こ
と
を

交
通
安
全

運
動
が

行
わ
れ
ま
す
。
 

目
標
に
、
 

交
通
事
故

に
よ
る
死
者
数
は
 

▽
歩
行
者
、
特
に

子
供
の
交

昭
和
四
十
六

年
以

降
年

々
減
り
 
通
事

故
防
止
 

お
お
む
ね
ピ

ー
ク
時

の
半
分
に
 

▽
自
転
車
お

よ
び
原
動
機
付

な
り
ま
し
た
が
、

交
通
事
故

の
 

自
転
車

の
安
全

利
用
の

促

発
生
件
数

と
負
傷
者
数
は
、

近
 

進
 

年
増
え

る
傾
向
に

あ
り
、
死
傷
 

▽
安
全
運
転
の
確
保
、

特
に

者
数
は
年

間
六
十
万
人
を
超
え
 

無
謀

運
転
の
防

止

て
い
ま
す
。
 

の
三
項
目
を

重
点
に
、

幅
広

今
回
の

運
動
は
、

さ
ら
に

ー
 
い

国
民
運

動
と
し

て
展
開
す
る

層
交
通
事

故
の
防
止
を
図
る

た
 
こ

と
と
し

て
い
ま
す
。
 

め
、
す
べ
て

の
人
が
正
し
い
交
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ご利用下さい 

市内で火災が相次くい 

「毎
日
が

防
火
デ

ー
で
す

ぼ
く
の
家

」
 

今
年
に
入

り
三
月
に
か

け
、
 

市
内
で

火
災
が

相
次
ぎ
昨
年
同

期
を
大
幅
に
上
回
っ

て
い
ま
す
。
 

こ
れ
か

ら
春

の
火
災
シ

ー
ズ

ン
を
迎
え
、

家
庭
で
、
職
場
で
、
 

火
の
取
り
扱
い

に
は
十
分
ご
注

意
下
さ
い
。
 

五
所
川
原
地

区
消
防
事
務
組

合

（
五
所
川
原
市
、

鶴
田
町

）
 

が
ま
と
め
た
、

三
月
五
日
現

在

の
火
災
発

生
件
数

は
す
で

に
十

一
件
で
、

昨
年
同

期
よ
り
八
件

も
上
回
っ

て
お
り
ま
す
。
 

損
害
額
も
千
百

七
十
五
万
円

多

い
千
七
百
六
十

二
万
円

と
な

っ
て
お
り
、
相
変
わ

ら
ず
た
ば

こ
火
の
取
り
扱
い

不
注
意

（
五

件
）
に
よ
る
火
災
が

最
も
多
く

な
っ

て
お
り
ま
す
。

た
ば

こ
の

投
げ
捨
て
は
も
ち

ろ
ん

の
こ
と
、
 

吸
い
殻
の
扱
い
に

は
十
分
注
意

し
て
下
さ
い
。
 

と
こ
ろ
で
、

同
組
合
が

ま
と

め
た
、
昨
年
一

年
間
の
火

災
の

発
生
状
況
に

よ
る
と
、
総
発
生

件
数
は

四
十
三
件

（焼
失
棟
数

五
十
八

棟
）
で
、

二
人
が

死
亡

し
、
十

一
人
が
ケ
ガ
を
し
て
お
 
 

り
ま
す
。

損
害
額
は
、

合
わ

せ

て
四
億
九
千
余
万
円
に
上
っ

て

い
ま
す
。

山
火
事
は
な
か
っ

た

も
の
の
、
前
年
に

比
べ
て
全

体

で
九
件
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

原
因
別
調
べ
で

は
、
た
ば

こ

火
に

よ
る
も

の
が
最
も
多

く
（
 

全
体

の
一
一

・
六
％
で
最
高
）
、
 

小
さ
な

た
ば

こ
火
と
は
い
え
、
 

そ
の
扱
い

に
よ
っ

て
い
か

に
多

く
の
損
害
を

こ
う
む
り
、
他
人

に
迷
惑
を

か
け
て
い
る
か
が

わ

か
り
ま
す
。
 

昨
年
は
、

八

・
五
日
に
一
件

発
生
、
 
一
日
当
た
り
百

三
十
四

万
八
千

円
、
住
民
一

人
当
た
り

九
千
七
百
十
七
円

の
損
害
額
と

な
り
ま
す
。
 

クた
ば

こ
火
）
に
ご
用
心
 

書 	名 著 者 名 書 	名 著 者 名 

し 	と 	は 	何 	か 藤 水 保 の
 
の
 

ー
 
「
一

一
 
で
 
エ
 
軍
 

‘
 
ろ
 
培
 
洞
 

白
り
 ほ
旧
 
紙
 
彫
 

の
 

モ
ョ
 

s
 
ヌ
 
た
 
虫
 

の
 
『
 
学
 

悟
 

ー
 

J
 
舞
 
が
 

i
 

学
 

の
  

‘
務
 
〈
叩
 
あ
 女
 
砿
」
 セ
 
山伯
 
」
吐
 
大
 
い
 
且取
 
日
 
〈
巴
 
瞳（
 
や
 
断
 
冊
刊
 
鬼
 
山到
 
眼
 
区
」
」
 田
力
 

り
 
申
 
？
 

国
 

』
 
加
 

」
 
m
 

」
 
）
 
「
 

ほ
 

・i
 
「
 

好
 

田
 
の
 

座
 

し
 
”
  

錆
 
格
 
書
 

狐
 
志
 
う
 

、
ノ
 語
 
い
 
タ
 

0
 
ド
 
ど
 
所
 
集
 
拓
 
き
 
究
 
巣
 
席
 
み
 

場
  

'
 
‘
 
び
 
一
 

1
」
 
女
 
し
 
の
 
メ

t
 
ー
 
味
 
踊
 
ー
 
‘
 

人
 

砥
畑
 j
、
 

本
ー
 

‘
 
て
 
寸
●
‘
 
列
『
 
」
一
 

‘
し
 
、
 

》
面
 

っ
  

，
 
ノ、
 

1
 

」t
 
、
・
 
、
 
貢
 
利
“
 
，
 
二
 

t
 

‘
 

正
 

の
  

．
え
 
き
 人
 
わ
 
嗣
 

本
 

さ
 
い
 

‘
  

黒 岩 重 吾 

閏 	 閥 佐 藤 朝 泰 藤 原 審 爾 

田中角栄大軍団 101人 北 門 政 士 阿 川 弘 之 

くだもの栄養学 川 島 四 郎 栗 本 董 

同爺丸はなぜ沈んだか 上 前 淳→自β 陳 舜 臣 

東 	北 	農 	業 西 田 周 作 磯 村 尚 徳 

新 テ レ ビ 事情 倉 本 聴 細 川 公 夫 

選 	挙 	参 	謀 一 戸 冬 彦 田 中 保 善 

「楚 史 へ の 招 待 藤根井 和 夫 長 沢 節 

熊 襲 と 	隼 人 

古 事 記 の 世 界

今昔物語の世界

忠 臣 蔵銘 々 伝 

井 上 辰

川 副 武

坂 口

尾 崎 秀 

雄 

胤 

勉 

樹 

藤 沢 美 雄

朝日新聞科学部 

加 藤 	守 

小 原 巳恵子 

懐 	石 	全 	書 

津軽蝦夷及王国始末顕 

淡 	交 	社 

奈利田 浮 城 

露 木まさひろ

日本紙芸研究会 

I 	藤 	物 	語 楠 美 鎌 二 平 多 正 秒 

太 	 陽 弘前愛成園 高 橋 洋 子 

田川小学校百年史 協 	賛 	会 栗 本 	董 

正 倉 院へ の道 日本故送出版協会 森 村 誠 一 

水 	底 	の 	歌 梅 原 猛 堀 秀 彦 

枯木に花の物語 近 藤 富 枝 高 橋 たか子 

古 代 史 私 注 松 本 清 張 豊 田 穣 

,
 

(
 

広
報
紙
の
早

期
配
布
に
ご

協
力
下
さ
い
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